
令和５年８月定例教育委員会会議録 

 

 令和５年８月１日 定例熊谷市教育委員会を熊谷市役所３階３０３会議室に

招集する。 

 

○ 出席者 

  野原  晃、松島 佳代子、加藤 道子、大石 聡一、小林 敏宏 

○ 出席事務局 

  教育次長         権田 宣行 

  参事兼学校教育課長    中谷 樹 

  教育総務課長       長谷川 和博 

  社会教育課長       原 光則 

  社会教育課文化財保護・ 

  市史編さん担当副参事   吉野 健 

  教育総務課副課長     浅見 弘江 

  教育総務課主事      浅見 柚妃 

   

１３時３０分 ８月定例教育委員会開会 

 

 
教育長が、令和５年８月定例熊谷市教育委員会の開会を宣言し、本会議の会議録

の署名人に加藤委員を指名した。 

事務局から傍聴希望者がいない旨の報告があった。 

７月定例教育委員会の会議録については出席委員全員の承認を得た。 

教育長から、議案第３５号から第３８号までは人事案件であるため、報告第８－

４号は、いじめに係る内容であるため、非公開とし、会議録に掲載しない旨の発議

があり、出席委員全員が賛成し非公開で行われることに決定した。 

また、７月定例教育委員会からの継続審議である議案第３０号「熊谷市教育委員

会の事務に関する点検・評価報告書（案）」は、９月市議会での報告案件であり、７

月定例教育委員会の時と同様に非公開とするが、本議案に関する審議内容は会議録

に掲載し、市議会への報告後、本日の会議録を公開することとしたい旨の発議があ

り承認を得た。 

 

日程第１（報告第８－１号）寄附申出について 

教育総務課長から、熊谷教育の推進のためとして、ふるさと納税が６月１１日か

ら７月１０日までの間に４件、計２２６，０００円の寄附申出があったとの報告が

あった。 

また、熊谷市内の子供たちの教育等の充実のためとして、熊谷市佐谷田の株式会



社ユーパーツより、１,０００,０００円を寄附申出いただいたとの報告があった。 

また、熊谷図書館への美術品や郷土資料、歴史資料など８件の寄附申出をいただ

いたとの報告があった。 

 

日程第１（報告第８－２号）８月教育委員会行事予定について 

教育総務課長から、８月２５日に９月定例教育委員会を開催するとの報告があっ

た。 

 

日程第１（報告第８－３号）熊谷市立学校適正規模審議会答申について 

 学校教育課長から、熊谷市立学校適正規模審議会の答申を７月１９日に受けたと

の説明があった。 

答申アの内容は、令和７年度から妻沼小島地区の児童の通学先を妻沼小学校又は

（仮称）妻沼西小学校とするというものであった。男沼小学校、太田小学校及び妻

沼南小学校が統合し、妻沼南小学校の位置に（仮称）妻沼西小学校を新設すること

に伴い措置するとの説明であった。 

答申イの内容は、令和１１年度から吉岡中学校と大里中学校が統合し、新校が大

里中学校の位置に設置されることに伴い、万吉の一部に住所を有する生徒の通学先

を新校又は江南中学校とするというものであった。 

 

（その他）後援等承認決定した事業一覧について 

教育総務課長から、６月１６日から７月１５日までに後援等承認決定した事業が

１８件あったとの報告があった。 

 

日程第１（報告第８－４号）非公開 

 

日程第２（議案第３０号）令和５年度熊谷市教育委員会の事務に関する点検・評価

報告書（案）について 

教育総務課長から７月定例教育委員会において、委員により点検・評価報告書の

内容確認を依頼し、また教育委員会各部署でも再度確認を行ったところ、誤字脱字

等簡易なものを除き、２件の修正箇所があったと説明があった。 

修正箇所のうち１件は、教育委員会の自己評価を再検討の上、評価を変更したも

の、もう１件は令和４年度の取組状況の数字を再確認の上、修正したもので、この

修正後の内容により、本日承認を得られれば、当該報告書（案）を９月市議会定例

会に提出する予定との説明があった。 

（議案は、原案どおり可決） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第２（議案第３５～３８号）非公開 

（議案は、原案どおり可決） 

 

ほかに報告はなく、教育長の宣言により、令和５年８月定例熊谷市教育委員会を

閉会した。 

 

（１４時５０分 閉会） 

 

 

 署名     教育長      野原 晃     

 

 

                   委 員      加藤 道子    

 

 

 

 

 


